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オキサリプラチンの治療について

以下に当てはまる項目があればチェックして、必ず注射の前に担当医や
看護師、薬剤師に伝えてください。
また、以下の項目は毎回の治療の前にチェックしてください。

オキサリプラチンやその他の白金製剤の治療を
受けたことがある。

以前に使用した薬（飲み薬、注射薬、坐薬、塗り薬、
貼り薬など）や食べ物で「発疹」や「かゆみ」などの
症状が出たことがある。

手足や口などにしびれがある、文字が書きにくい、
ボタンをかけにくい、飲みこみにくい、
歩きにくいなどの症状がある。

いつもより体調が悪い。

風邪をひいている、熱がある。

腎臓、肝臓、肺、心臓の病気がある。

現在、服用している薬
（市販の薬、サプリメントも含めて）がある。

妊娠・授乳中である、
もしくは妊娠している可能性がある。

チェック

治療を受ける前の確認事項
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オキサリプラチンの治療について

筋肉の痛み

点滴部位反応・急性の吐き気・
アレルギー反応・血圧低下・
不整脈・呼吸困難

肝障害・腎障害

口内炎・下痢

手足のしびれ

オキサリプラチンの治療で起こりやすい副作用は下記の通りです。なお、副作用の　
合併症や症状を軽減することができます。

1週

吐き気・嘔吐

白血球減少・血小板減少・
感染症・貧血

当日経過

爪の変化、皮膚の障害

味覚障害

オキサリプラチンの副作用と起こる時期

参照ページ
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口の周りのしびれ・疼痛
参照ページ

P13

参照ページ
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 起こりやすさや症状・時期には個人差があります。適切な副作用の治療を行うことで、

2週 3週 2～6ヵ月

6

ります。適切な副作用の治

24週




